
シンナガサキみーてぃんぐ開催レポート 

ｉｎ戸町小学校区 

 令和６年２月21日（水）、自治会やまちづくり協議

会、育成協、育英会、育友会、民生児童委員など19人

の皆さんにお集まりいただき、戸町小学校区の「シン

ナガサキみーてぃんぐ」を開催しました。 

 自己紹介では、「戸町まるい地域の輪」をキャッチ

フレーズにまちづくり協議会で行われている各部会の

活動状況や、また、地域で暮らしていく中で感じてい

ることなどをお話いただきました。 

いただいたご意見 

 自治会加入は住民個人の自由意思に基づくことから加入を義務付けることはできませんが、自

治会については、地域におけるコミュニティの核として様々な活動に取り組まれており、重要性

はますます高まっていると認識しています。 

 自治会加入率の低下に歯止めをかける対策としては、加入促進策と担い手確保策の両方が必要

となると考えられ、加入促進策については、毎年11月を自治会加入促進月間として「加入促進

キャンペーン」を実施するとともに、新規建設マンション等への自治会加入の働きかけ、大学生

への加入促進チラシ等の配布、企業を通じた自治会加入依頼など、様々な観点からの取組みを

行っています。さらに令和５年度は、広報ながさきや市政情報番組を利用し自治会の活動につい

て紹介する広報活動を行いました。 

 また、担い手確保については、自治会運営の負担を軽減するために、自治会内での情報共有や

情報発信などを学ぶ「LINE・ZOOMの使い方研修」や、外部講師によるグループワーク研修（自治

会活動の課題やその対応策）を実施しています。加えて、総務省の実証事業に参加し、自治会へ

の電子回覧板の導入について一部の自治会に協力していただきながら、ICTを活用しての情報共

有について検討しているところです。 

 今後も、さまざまな方策を講じながら、自治会加入促進に努めてまいります。 

 まちづくり協議会ができて、協議会を中心に地域がうまく回ってきたが、協議会を支えている自治会は加入

世帯が減少し、担い手不足でもある。自治会加入促進の仕組みづくりが大事ではないか。 

市の考え方 

回 答 

①自治会の加入促進について 



地域内の色々な団体から集まって、ま

た新たな問題点が見えて良かった。  

市長と懇談できる機会が持てて、行政と近
く感じることができた。  

地域のことを改めて見直す良い機会に
なった。今後の明るい方向の意見もあ
り、良かった。  

 そのほか、「小中学校が活動の拠点になっているので、

今後も活用させてほしい 」、「若い子育て世代が地域に

関わる仕組みづくりが必要」、「第3日曜日の家庭の日を

推進して、地域イベントに若い世代が参加しやすい環境を

つくってほしい」などのご意見をいただきました。 

 いただいたご意見は、担当部局と共有し、今後の市政運

営に活かしていきます。 

 本当に地域を良くしたい、何とかしたいっていう思いは地域共通です。市も皆さ
んのそういう思いをしっかり大切にしていきたいと思いますし、一緒になって地域
を良くしていきたいというふうに思っています。 
 今後も、何かありましたら、市にご相談ください。 
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町内と市との関わりが理解できた。
また、若い人の考えを知った。  

 市が設置している天然芝のグラウンドとしては、長崎市総合運動公園やさくらの里大芝生広場

などがあり、また、人工芝のグラウンドは市営ラグビーサッカー場があります。 

 これらに加え、戸町小学校区周辺には、南部地区公園多目的広場やおりおん座公園、えがわ運

動公園などが配置されており、サッカー、野球、ソフトボール、ラグビーなどについて、大会や

練習での利用が可能となっています。 

 スポーツ施設の整備については、市民ニーズや利用者の利便性、費用対効果などを総合的に勘

案しながら、行ってまいります。 

 天然芝のサッカー場など、スポーツができるグラウンドを整備してほしい。 

市の考え方 

回 答 

②スポーツができるグラウンド整備について 

鈴木市長のひと言 

参加者からの感想 

 長崎市では、「学校を核とした地域づくり」を目指し、学校運営協議会（コミュニティ・ス

クール）や地域学校協働活動の推進に取り組んでいます。学校、保護者、地域住民が協働し、地

域の創意工夫を活かした特色ある学校づくりを行うことで、地域と保護者が関わるきっかけにな

ると考えています。 

 また、ＰＴＡ活動につきましては、人口減少や加入世帯減少を踏まえて組織や活動を見直すと

ころが増えています。ＰＴＡは任意団体であるために教育委員会の権限はおよびませんが、時代

の流れに応じた改革等は支持しており、助言等も随時に行っています。状況に応じたＰＴＡ運営

を思案することそのものが主体的であり、有用な社会教育が実践されているので、実際の活動で

も効果的となるよう支援に努めたいと考えています。今後も、長崎市ＰＴＡ連合会とも連携を図

り、研修をとおして市内各ＰＴＡで悩み等を打ち明け、共通理解を図ってまいります。 

 ＰＴＡ活動などに若い子育て世代が関わる機会をつくっていく仕組みづくりが必要ではないか。また、ＰＴ

Ａ活動については、保護者の負担軽減を図る必要があるのではないか。 

市の考え方 

回 答 

③子育て世代のＰＴＡ活動について 


